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Chal lenge to the Next

水蒸気などの熱源を利用して、廃水を高効率で濃縮する装置であり、低濃度廃液/廃水を減容化

できます。通常の蒸発濃縮装置では、蒸発する水と同等以上の水蒸気が必要ですが、蒸発缶を

多重効用缶とすることで、蒸気消費量を１／３以下にすることができます。また、蒸気再圧縮

ブロワーを利用して省エネルギー化することも可能です。弊社では、廃液の組成・物性を検討

し、最も適した濃縮プロセスを提案します。
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廃液濃縮装置（多重効用缶）　Evaporator

特　徴

アンモニア除去・回収装置　Ammonia stripper / Ammonia recovery plant
廃水中のアンモニア分を放散回収するプロセスです。スチームで放散する方法と空気で放散する方法があり、特に硫安として回収する場合は

空気放散を用いることもできます。回収されるアンモニアは用途に応じた濃度のアンモニア水から100%までのアンモニアガスとすることができ

ます。また、特にアンモニアを利用しない場合は、触媒による分解・熱分解などを行います。 弊社では、樹脂製規則充填物MIRAX を用いて、高性

能充填塔によるアンモニア放散設備を設計します。

●必要濃度でアンモニアを回収
●樹脂製規則充填物を使用した放散塔設計
●ヒートポンプを組み込んだ省エネルギータイプ
●回収アンモニアの完全分解処理も対応

廃水生物処理の前処理、 金属精錬・
製造工程廃水処理、ボイラー排ガス
処理廃水からのNH3 回収

●コンパクトな構造で設置面積が小さく低コスト
●エジェクター、蒸気ブロワー/コンプレッサーを使用した省エネルギー
　タイプも可能
●乾燥機を組み合わせた濃縮・固化プロセスも可能

AN 製造廃液の濃縮、塩化アルミニウム水溶液の濃縮、
管理型処理設備の浸出水の濃縮、
フォトレジスト廃液の濃縮 etc

特　徴

適用例

適用例

スチーム

第 1効用缶

No.1 循環ポンプ No.2 循環ポンプ No.3 循環ポンプ

缶用効3第缶用効2第

凝縮器

凝縮水ポンプ

凝縮水

濃縮液

大気

CWS

CWR

真空ポンプ

廃水

アンモニア水回収
装置フロー

三重効用缶濃縮
装置フロー
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廃ガス

HF洗浄塔

燃料

予熱器

加熱炉

排気塔

触媒反応塔

NH3水タンク

NH3水

排水

アルカリ＋水

フッ酸、 ダーソ性苛とスガ排ので内ーバラクス ： 酸硝
　　　　　　水との反応吸収法

とアニモンア ： 物化酸素窒 の触媒反応法

処理方法

半導体エッチング工程廃ガス処理、太陽電池製造工
程廃ガス処理、ステンレス酸洗工程廃ガス処理  etc

適用例

フッ酸・硝酸処理設備　Hydrofluoric acid and nitric acid removal plant

近年、需要が増加している半導体製造事業や太陽電池製造事業などから排出されるフッ酸や硝酸、窒素酸化物を含む廃ガスを処理する設備です。

処理工程としては、先ずフッ酸、硝酸をアルカリスクラバーによって除去し、後段に設置する触媒によって窒素酸化物を還元分解します。触媒で窒

素酸化物を還元分解するためには、排ガスを加熱する必要があります。本プロセスでは加熱炉の消費燃料を低減するために熱交換器を設置し熱回

収します。また、触媒の入口ではアンモニアの注入が必要となるので、リークアンモニアを防ぐための適切な制御も必要となります。

水

廃ガス

吸収塔

吸収液冷却器

再生塔予熱器

再生塔
リボイラー

蒸留塔

CWR

CWS

スチーム

凝縮水

CWR

CWS

処理ガス

回収溶剤

再生塔
コンデンサ●大容量・高濃度に対応

●排水が少ない
●吸収液は繰り返し利用可能
●活性炭で問題となるような着火トラブル
　がない
●吸収溶剤の外部漏れ出しがない

特　徴

Chal lenge to the Next 6

溶剤回収　Solvent recovery plant

VOC対策として多くのプロセスがあります。弊社の吸収－蒸留法は対象VOC成分に適した溶剤を選定し吸収液とすることにより効率的なシステムと

します。吸収法ですので大流量・高濃度の処理に対応できます。また吸収されたVOC 成分は蒸留塔で分離精製され、再利用することが可能で

す。この他にVOC処理装置としては、活性炭吸着法（TSA）、PSA 法、触媒酸化法、酸化燃焼法、蓄熱式酸化法などがあります。 弊社では、これらの

プロセスに予備濃縮・蒸留回収を組み込みニーズにあった最適なプロセスを提案します。 さらに、VOC を燃料としてマイクロタービン発電システム

の提案も可能です。

吸収蒸留法フロー

フッ酸・硝酸・窒素
酸化物処理フロー
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CWR
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回収塩酸

濃縮器

酸素
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CWS

CWS

CWR

酸化器

加水分解器

ろ過器

酸化鉄

スチーム

スチーム

濃縮酸化工程 加水分解工程

固液分離工程

●排ガスがないため、NOｘ，HCl、ダストなどの排ガス処理が不要
●液相反応であるため、運転開始・停止が容易
●熱源はスチームで可能（燃料を使用しない）
●従来法に比べて省エネルギー
●回収塩酸濃度は共沸組成以上も可能
●設置場所が小さい

特　徴

適用例

Chal lenge to the Next

鉄鋼酸洗工程から排出される塩化鉄水溶液から、塩酸と酸化鉄を回収するプロセスです。従来

は、スプレー焙焼法（ルスナ－法）、流動焙焼法（ルルギ法）などの燃焼ガスによる熱分解法が

利用されていましたが、弊社のプロセスは、すべて反応を液相で行います。
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廃酸処理設備　Acid regeneration plant

鉄鋼酸洗廃液の再生（ARP）、エッチング廃液の処理、
（ このプロセスを応用したフッ化鉄からのフッ酸回収も可能です）

湿式プロセスフロー

従来の焙焼法に替わる新しい湿式の
塩酸回収プロセスです。
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プロセスの比較

例途用の物化酸布分径粒の鉄化酸

乾燥前酸化鉄

方式 スプレー培焼法（ルスナー法） 流動層法（ルルギ法） 湿式プロセス法（第一エンジ法）

加熱方法 バーナ 流動層（内部燃焼） 蒸気（廃熱利用可能）

運転温度 1,800  ℃ 800～900  ℃ 175  ℃

必要なエネルギー 2,700  kJ/L 4,100  kJ/L 1,500  kJ/L

排ガス

NOx 100  ppm 20  ppm 0  ppm

HC1 10  mg/Nm3 10  mg/Nm3 0  mg/Nm3

C12 3  mg/Nm3 3  mg/Nm3 0  mg/Nm3

ダスト し無大大

排水 スクラバ排水 スクラバ排水 ケーキ洗浄排水

ターンダウン 70-110  ％ 70-110  ％ 10-110  ％

運転開始、停止 煩雑 煩雑 容易

適用法規 危険物取扱 危険物取扱 圧力容器

かさ密度 400-600  kg/m3 3,500  kg/m3 2,000-2,500  kg/m3

一次粒子サイズ mμ  2-1--

凝集粒子サイズ 約50  μm 平均1500  μm 20-30  μm

比表面積 約3  m2/g <<1  m2/g 約40  m2/g

塩素含有量 <0.5  ％ <0.01  ％ <0.15  ％

水分 <0.5  ％ <0.1  ％ 約10  ％

貯蓄・輸送 ビッグバッグ/サイロトラック 容器/オープントラック コンテナ/ペレット化

ペレット化 非経済的 - 可能
回収酸化鉄

湿式プロセス

スプレー培焼法

流動層法

ソフトフェライト・顔料・磁気テープ

新用途

焼結→原料系に戻す

実験風景 SEM ×200倍　酸化鉄 SEM ×2000倍　酸化鉄
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従来、物質移動用のプラスチック製充填物としては、不規則充填物

が使用されてきました。MIRAXは規則充填物の圧力損失が低いと

いう特徴と、酸・アルカなどの腐食性の液体に強いというプラスチッ

クの特性を生かした、新しい物質移動用の充填物です。
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MIRAX　Structured  packing

MIRAXは、吸収・放散・蒸留など
の物質移動用に開発された、
プラスチック製の規則充填物です。
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FKP327の圧力損失
 FKP327 Pressure Drop
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FKP 327

MIRAXは、同一比表面積の不規則充填

にくらべて、1／2以下の圧力損失です。

したがって、既設の塔の充填物をMIRAX

に入れかえると、処理量をアップすること

ができます。また、新設の塔では塔径を

小さくすることができます。

（条件をご提示いただければ、処理量、

塔径など計算いたします）

●低圧損
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1

FKP327 FKP319 の G vs. HOG　 
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系　　　L= 10 m3/m2h

MIRAXは、表面の加工と、確実に液・ガス

が分散される構造により、優れた物質

移動特性が得られます。圧力損失あたり

の物質移動能力は、従来の不規則充填

物よりもすぐれています。

●優れた物質移動性能
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ディストリビュータの一例

商品データ

MIRAXの分散性能

MIRAXの分散性能 水供給点
です。

M I RAXは、溶接構造ですので、座屈強度は5ton/m2以上です。

したがって高い充填高さでも高液負荷で使用できます。また、使用

条件に合わせて充填物の厚みを変え材料の使用量を減らしコスト

ダウンも可能です。

用途に応じてFKP319とFKP327を使用します。充填塔出口に

設置するデミスタには、TEP130を使用します。

各商品の材質は、PP、PVCの他にPVDFがあり、様々な温度や

仕様に対応することができます。

MIRAXは、溶接構造ですので、製造工程で射出成形のように材料

特性の影響を受けません。射出成型しにくいPVCやPVDFを素材

価格に比例した低価格で提供できます。

●高い座屈強度 ●低価格

MIRAXは、独自の形状により、優れた液分散性能を発揮しますの

で、液再分散装置が不要です（通常8mまで）

●優れた液分散

商品ラインナップ

型式

用途

表面積

チャンネル高さ

最大長さ

最大幅

高さ

材質／耐熱温度

FKP319

規則充填物

150

19

2400

600

300※1

FKP327

規則充填物

125

27

2400

600

300※1

TEP130

デミスタ

ー

18

2400

700

125/250

PP/80  ℃（標準材質） PP/75  ℃

PP-HT/100  ℃

PVC/60  ℃

PVDF/120  ℃

※1：標準高さは1段当たり300mmですが、600mmも製作可能です。
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